
10月もしばらく暑い日が続いていましたが、幼稚園でハロウィーンの飾りを準備する頃に
なると少しずつ秋を感じるようになりました。短い秋となるのでしょうか。場所によっては雪
のたよりも。小さな国土ですが気候の地域差を感じます。 
さて、運動会、遠足、親子サツマイモ掘り、泉井交流エリアでお菓子作り教室など 10 月も

楽しい行事がたくさんありました。色々な場面で子供たちの成長を感じることができました。 

 

ある日の幼稚園 
 －一人一人の“やりたい”を伸ばし、みんなの“やりたい”を創る－ 

 いつまでも続いた残暑が落ち着いたちょっと曇りがちの 10月のある日。 

もも組が園庭で『色水遊び』をしていました。テーブル５台と様々な形と大きさのたくさんのカップ・大きな白い紙が

置かれていました。子供たちはそれぞれの固形絵具と筆で、カップの中のお水に自由に色を混ぜて遊んでいました。

「むらさきいろができた！」「ぴんくになったよ！」どんどんいろいろな色を混ぜていくと見たこともないような色が出来て

きました。するとなかなか形容しがたい（色水遊びでできた）色で、何人かが５台のうちの２台のテーブルに用意されて

いた大きな白い紙に、絵を描き始めました。すると興味を持った子供たちが集まって、思い思いに大きな白い紙に絵を

描き作品になっていきまました。その間も何度も何度もいろいろな入れ物に繰り返し水を入れ、入れ物からこぼれる色

水を観察している子供もいます。 

充分に色水遊びを楽しんだと感じた子供たちは、園庭の思い思いの場所に散っていき、別の遊びを始めました。 

虫網を持って行った子が「虫がいなーい！」（秋になったのでだいぶいなくなりました）と叫んでいます。さくら組とも

も組の子がクヌギの実を拾っています。大きな入れ物一杯拾った子。まだまだたくさん落ちています。やがて、はん登棒

を登る練習をしていた年長の子供たちもやってきました。何となく興味を持った子供たちが集まってきました。遊具小屋

から樋を出してもらいクヌギの木の下のわずかに残った築山？の痕跡で「ドングリコースター」作りが始まりました。どう

したらクヌギの実がうまく転がるか、年長が中心になって考え樋を組み合わせて試行錯誤していました。（その間もまだ

色水遊びをしている何人かの子供たちがいました。すごい集中力です。） 

これらの遊びは興味を持った子供たちによって発展しながら何日か続いていきました。次の日には、転がるためには

「傾斜」が必要だと気付いたのか、タイヤの台が重ねて置かれていました。もっとスムーズに転がるドングリコースター

になっていました。さらに、よく転がるための大きな傾斜として、すべりだいからも転がしてみたり、色々な試行がありまし

た。別の場所では色水遊びを「実験しているの！」ともう一度楽しんでいる子もいます。作った色水はいつの間にか『お

家ごっこ』でジュース？として活用していました。（色水遊びは数名の子供たちが今でも時々やっています） 

子供が興味を持った遊びを充分にやることで一人一人の子供の満足感が充足し、気づきや工夫につながっていくと

考えています。幼稚園では遊びを通して“学び”へとつながっていく活動を積み重ねています。そして、教師、はそんな子

供たちの“やりたい”の環境を整え、全力で援助していきます。 

＜一人一人の“やりたい”が みんなの“やりたい”につながっていく活動＞ 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

たくさんの色水できました 

 

 

 

 

ずっとやっていたい 

 

ドングリいっぱい 

 

 

 

 

色水の実験しているの！ 

 

次の日ちょっと傾斜をつけて挑戦 

 

あまりよく転がらない 

 

また、次の日 

大量に転がす 

 

滑り台でも転がしてみる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

時 期 もも・さくら 組 に じ 組 

1１月上旬 

 

中旬 

 

下旬 

 

・にじ組のお店屋さんごっこで、おさいふを作っ

て買い物をする。 

 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・中学生との交流（2 回） 

・お楽しみ会について話を聞きながら出し物や

歌の準備をする。 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて＞ 

・お話の役になって遊び、歌を歌う。 

・出し物のダンスをみんなと一緒に踊ったり、役

に分かれて踊ったりする。 

・オペレッタや歌に必要な物を作る。 

・お店屋さんごっこの話し合いをして、製作準備する。 

・もも・さくら組を招いてお店やさんごっこをする。 

・ヒヤシンスの水栽培をする 

・図書館に行って絵本を借りる。 

・中学生との交流（2 回） 

・お楽しみ会の劇について話し合い、準備をする。 

 

・折り紙でサンタクロースを折る。 

＜お楽しみ会に向けて（劇）＞ 

・お楽しみ会での出し物を話し合う。 

・劇の役割分担を話し合って決め、練習する。 

・お楽しみ会に向けて大道具や小道具等必要な物を作

る。 

「栗」の科学絵本で事前指導 大きな栗の木の下で～ 

 

 

 

赤くなったピーマン 

絵本「まめエイト」読み聞かせ 

 

 

試し掘り 10/20 

 

 

 

 

 

蔓切り 

 

 

大収穫！  

 

 

 

 

出てきた！どっさり 

 

 

作り方のお話 

 

 

 

 

 

おいしい！ 

 

材料を混ぜる 

 

 



開会式 

 

 

がんばるぞー！えいえいえおー！ 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

トンネルかけっこ 

 

もも・さくら組ダンス 

ピラミッド 

みんなと握手 

「A！」 

 

「エイ」 

 

 

 

ポンポコ出し物 

 

 

 

 

トリックオアトリート 

 

 

 

 

 

ティアラ  

 

 

 

 

 

にじ組親子競技 

 

 

 

にじ組演技 

 

 

組み立て表現 

大きなかぶ 

 

 

皆さんもご一緒に 

年長さんポーズ！   

 

 

ワッ！カンガルーだ！  

コアラ  

エピソードなどお話してくれました  

年長代表へ贈呈 

 

 

 



 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

『みんなやる気満々です！』 

                      もも組担任   窪田幸恵   

さくら組担任 星野佐和子 

 ★ももぐみ★ 「お外に行ってきまーす！」涼しくなり伸び伸びと遊ぶことができるようになった園庭

に、次々と子供たちが外へ飛び出して行きました。「先生、濡れてる～！」滑り台の方から可愛い声が聞こ

えてきました。（朝、子供たちが登園する頃に小雨が降っていて遊具が少し濡れていました。）教師が雑巾

を準備すると、みんな１枚ずつ手に取り滑り台を拭いていきます。「ジャングルジムも濡れてるよ！」とＡ

君が気付くと、雑巾を片手にみんなでジャングルジムへ大移動です。こうして濡れた遊具はもも組のお掃

除隊が力を合わせてくれたおかげで、ピカピカになりました。次の日…。前日同様にジャングルジムが濡

れているのを発見したＢ君が「先生、雑巾かして！」と言いにきてくれ、友達と一緒に遊具を拭いてくれ

ました。園生活にも慣れ、段々と自分たちの周りのことにも目が向くようになり、『自分たちでもできる

よ』『やってみよう』と進んでいろいろなことに関わろうとする姿があちこちで見られるようになってき

ました。もも組さん！ピカピカにしてくれてありがとう！  

 

 

★さくらぐみ★ 楽しみながらも頑張った運動会が終わり、さくら組では給食の支度の中で“みんなの机

を拭く係”を新たに始めました。教師と一緒に机を回り、よく拭いてほしいところを伝えると、その部分

を台ふきんでゴシゴシと拭いてくれています。その姿に気付いた周りの友達も「ありがとう！」と嬉しい

声を掛けてくれるようになりました。これからも、さくら組としての当番活動や係の仕事にどんどんと挑

戦していきたいと思います。 

 

げんきっこ！ 

もも・さくらぐみ 

「自転車ブームきています！」 

にじ組担任 坂野繭菜 

 

 

先日行われた運動会では、年長クラスのお兄さん・お姉さんとして立派に頑張る姿を見せてくれた

にじ組の子どもたち。最近では給食の後に園庭に出て、自転車乗りの練習に熱心に取り組んでいます。 

自転車に乗る時の約束をみんなで確認して、自転車に乗れる Aくんの背中を追うように、クラスの

友達も自転車乗りの挑戦が始まりました。はじめはストライダーに乗ってバランスをとったり教師が

自転車の後ろを支えて漕ぐ練習を進めたりしていく中、B ちゃんは「一人で頑張ってみたい！」と教

師に言いました。みんなの自転車練習を見守る中で、何回倒れても自分で起き上がり、諦めずにすぐ

にまた自転車に跨って挑戦するにじ組の 3人の姿に、Aくんからも「もうすぐ〇〇ちゃん乗れるよう

になるよ！いける！」と応援する声がありました。 

毎日給食の時間には「今日は自転車乗れる？」と教師に尋ね、「給食をたくさん食べて自転車に乗る

パワーたくさんつけるぞ！」などと自転車練習を楽しみにしているにじ組のみんなの様子が伺えまし

た。自転車に乗れる日は毎日練習をし、また、お互いの練習する姿を見合ったり、励ましの声を掛け

合ったりして頑張る中で、にじ組の４人全員が自転車に乗ることができるようになりました。 

一人一人が友達の諦めずに挑戦する姿を見て「絶対に自転車に乗る！」という気持ちが、クラスに

広がり成功につながりました。私も４人の姿を見て、改めて繰り返し頑張ることの大切さを感じまし

た。これからもみんなで、新たにチャレンジができる場を作っていきたいと思います 


